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序

秋田市民の憩いの織と して規しまれてきた千秋公開は、重大田両E主

佐竹氏十二代の居披・久保問就としての燃史を持ち、 貨:a:な史跡と

Lてのー蘭も併せ持っております。

紋内の建物は、明治13年の火災により、御物頭御幣所ー様を残

し:全ての建物を焼失しました。 しかLi官民の問から千欽公闘に久保

聞紙のシγポルとなる建物音復原させようとする気巡が高ま旬、m
:ttl百周年記念事業の一環と して今年7月、本丸に御院櫓がtll原され
秋岡市の新名所となっております。

今回の発掘調査は、復原工事に先立つて行いましたが、この調査

の実施にあたっては関係鍛関のご指導と多くの方々から僚級的なご

協力をいただき深〈感謝申し上げます。

本書が文化財愛護のため、さちには研究資料として広〈活用され

るとともに、千秋公簡をより能力ある史跡公園と して育てていく事

のー助となれば幸甚に存じます。

平成元年12月

秋同市教育安負会

教育長長門伸一



例 言

1.木報告書は紋間市千秋公園7-1に所在する秋田県秋田市遺跡詳細分布誠査報告書N0217

の久保田滋鯵 {本丸御隅抱跡}の発錨絢査綴告書である.

2.本報告書の鉄ヨ臣、編集は文化録興課納谷信広が行い、秩国紙跡調査事著書所 小11':正夫、日野

久.文化振興譲菅原俊行の脇力を得た.

3. II締及び遺物については文化財建造物保存続術協会 永111強i氏に、遺物については、中豊百四町

立ぬ北陶厳館本閉泰貴氏に、側通文献資料については、駄田県教育庁文化謀池回憲和掌~:~事

より御教示を脇ゥた。

4. ~蝿調査による出土遺物、ヨミ測凶、 写真、その他は秩出市教育祭貝会が保管する。

5.調査期間及び体制

調査期間 昭和63年5Jl23日-6月16日

調査主体事' 獄図市e:育司書鈍会

調査担当者 救闘市教育寄員会

調査作業員 本郷建設 (秋岡市千駄矢留7-29) 
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(1)遺跡の慨壌と調査の経線

久保回線織は秋凶市のほぼ

中央器、 t太田駅より北西約7

00 mの地厳に依低する近世

の統館跡であり、艇長S年

(1 60 3) から空~9年にか

けて集線された秋悶藩主、佐

竹氏の怨臓で串る。

慶長7年 (1602)、常

州水戸から駄削六郎に遷封さ

れた佐竹義宣は当初、!日領主

依田実季の.lYitであった、土

崎湊滋 〈現土崎博明社}に居

住した。しかし総統は規燃が

小さい平総でめり、*庖聞の

居住地の確保ゃE書籍2置の建設

用地等の叙容範力的な問題ゃ

防御的な不安等もあり慶長8

年、久保聞神明山を選定し新

畿の縄張りを行。1':'0その築

続期間は約t隼聞というま雇湖

聞であり、それ以後も継続的

に箆備を行ゥていたと考えら

れる。

関1 遺跡位置図

久保回議は本九、二の丸及び北の丸〈二の丸の延長)、三の丸の三..遣になっている.

本丸は~高約40-4 5 ・、東西約228 畑、南北約236， 4・であり、藩主の佐島である本

丸御殿ゃ政治を行う政務所等がお由・れていた。二の丸は僚高約22-25m、東西約76，9 m南

北約401. 8mであり 、 諸役所帯金旗等がおかれていた。北の丸は際，g;f:'~30m、束尚約 193

m、南北約236.4'"であり初雄平犬木Jjt(おご帯、 総の修理等のための作業場)等がおかれて

いた.三の丸は期三の丸と束三の丸に分かれ、標高約12， 3・、南は東西299.9側、南北1

3 1， 9 m、東1;1.東西126刷、情北86.6鯛であり家宅'級の重臣の厩.等がおかれていた.

今回調査が行われたのは、本丸~t酋隅の御隅栴跡である。 久保闘績は明治以降、 千秋公園となり

市民のいζいの場として親Lまれてきたが、雛跡としては、明治 13年の大火の際、大部分の建物
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が焼失しJ御物頑御帯所ー僚のみが現存している状況である。このため市制施行百周年記念事業のー

・環として昭和63年から平成元年のオープンを目指し、 千秋公園に御隅織が1It原されることとなり

建設予定地が事前に発綴調査されることとなった。

(2)調査経過

久保田統御隣櫓跡発割回調査は、昭和63年5月23日から6月16日まで突絡し、調査蔚績は6

OOm'(l82坪〉である。

持査区は久保田被跡本丸北西般に位置している。調査区の表土は非常に薄く、 地表面より俊右状

の集石群が確認できる事から褒土蜘Iji'!'は子細レンを用い、同時に集芯酵のプラソの縞査を進めていっ

た (5月23日-5月28日}。

綾石状の集石群は、古車い表土下の車産地層と考えられる演褐色粘土層面上に直径紛~6Ocm穣度の門

形のプラ γで検出された。 恨石は30"'程度の'1、きいものであり、東踊方向に4問、南北方向に 10 

問倹出され御綿織跡と考えられた (5月25日)。

御偶櫓跡の東側に隣接L東西方向にー列に速なる長辺 1m依の大きな擁り方の柱列が検出された。
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いずれの怒り方にも御附檎跡同憾の円形の級石状袋お鮮が中央部付近で1Ii僚が認められた (5月2

6日}。

柱列のさらに東側に掘り方を検出し、西側饗が2聞であり桁行が来所方向の発掘区外にまで伸び

るζとより多縄長足跡と考えられた (5月27日). 

御fIYt憎跡の.1ft側に土損が穫認された。そのプラ γは南北に広〈、明磁な鑓分と不明・な部分が

~められた (5 月 28 日) . 

発槻区内の喜壁土釧t及び鱗夜の際了後、 ;u車検出段階での写真婦彫を行う。発掘区内にやl'びてき

ている級の校に遮られ、企景写真のtIl影はで曹ず4カットに分割して線影した (5月30自-31

円}。

引き鋭き、遺書暗検出段階での20分Iの平面倒の作成を行う.その際、恨石4ま重量b'多〈小さいた

め現地での平彊実測には不lål~ と判断 し、 20酬のスケーんを期わた写真実測をfi今た.並行して

順次御院櫓齢、 主主列、~関長屋跡の掘り方及びIII石状集石野の断ち割りを行った (6 月 l 目- 6 月

1 3日)。

御餓傷跡の1ft石状集右仰の断面は深さ約3Ocm-6 Ocmの鍋り方で小石を灰褐色の絡::l:で固めて

いた。また俊石の下には綴立駐の鋸り方が:li慨していた (6月7臨). 

柱列及び多関長座E専の鎚り方の厳蔚から樹立住の循り方の重複が2JO1認められ、愚終段階の礎石

信物による銀石の掘り)Jとあわせ合計3JO1のlI!復が確認された (61113日)。

並行して行った、上績の精査の結果、 プラ γは傭認され発掘区外繭側に伸びていた (6月7日)。

土臓の掘り下げの結娘、多量の1(;般J干の他、陶磁fJ、鉄製品、通車宥やが出土した。 また土割圏内部

から焼土、炭化物等の検jjJは認められなか。た (6月8日-6月J0日)。

量産行して、柱列の住絡を検討するため発鍋ばを北側に鉱張した。その結果、柱列とほぼ平行する

かたちで柱列が検出された.断ち割りの結集、 直面面からは、lI!:!Iは1:められなかった (6月7釘~

6月10日)。 断ち割り後の平面実測及び写真撮影を行った (6月13A-6月15日). 

給図に認められる御隅階北奏側を塞ぐ形で連結する多防長屋、板掛の住111及び御隅梅雨側に速絡

する仮調曜の柱列を繍H!するため発S田区を北側及び府側に鉱張した。その結巣、北側には煽り方は検

出きれなかうた。台1也の織部にあたり削平が撒し〈、1>:の木の線等もあり、l，lEに消滅したものと考

えられる。 南側の綴り方は検出されたが北側拘織、創平がiItL <断ち割り等の検討を加えることが

できなかった (6月15日). 

御隅織跡のほぼ全国にll!められる資補色紡土によるf陸地状況を確認するため、 東西方向及び南北

}j向に各1本づっトレゾチをいれた。その車tr果、 i事い部分で 1mを絹える1!!J也婦が認められた (6

月15日)0 6月16口、トレγチ断面凶の作成、平面図の最終チZックを行い調査Eを終了した。

(3) 検出遺憶と幽土遺物
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御隅櫓跡 (図4)

賞褐色結土!V虫婦の上面で検出された、東西4悶(?+?+2、1+1、9)商北 10悶(1.7+2，1+1.8+

2.1+ 1.7+1.9+ 1，9+2.0+1.8)の総柱建物語事である。 東桁行の南側は径の木の根により破獲され

ていた。 礎石

ミf

o 1 制 2m

図5 ~関長屋鯨
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は全て失われ、綬石のみが検

出された。恨石は底径、，_，さ

ともに約3Ocm-6 Ocmの円

形の締り方に3cm穏度の小石

を!>'(.縄色粕土で叩き締めて建

物議後工事としている.m石
t圃り方の下に盟i:1I{1..て抱立性

丸、--ー一一一一ーー? zの織り方が検出された.鋪立
一一 o 5<00段の掘り方には重俊は認めら

℃二ごろ8 1司土編出主漬物(1) 1: 5 れず、tIi!立柱建物が 1)刷、健

~:J 

/~R亡くJ 2
I : 5 

189 1号土犠出主漕句 (2)

1号柱列鯵 {図6)

石建物が1期以上確認された。錨り方内部からの遺物

の出土は認められなか今た。鋸立栓の織り方から若干

の炭化物が検出されたが、住跡内部からは検出されな

かった。

争簡長鹿島事 {関5)

発車臣区に西側で検出書れた築関2間(2.1+2.0)術行

が売機区内に3閃(1.9+2.0+1.8)で発繍区外旅側に

伸びている。 掘り万はl辺約1OOcmの方形である。

断ち割りによる断面観客耳の踏泉、擁立駐が2期、備飽

きれ、中央部に賃値する般有事回り方と合わせて3時制

の電11{が観照された.lJ!化物は鋸勺方内部から若干検

出されたが住痕跡からは認められなかった.遺物の出

土は認められなかった.

3巨樹方向に連なる住列0.8+2.0+2.1+2.0+1.8+1.8)であり倒立伎の憾り方と懐石町織り方が

滋t置する形で検出された。繍立住は、長辺が約140cm、短辺が約1OOcm、深さ約 1OOcmの力

形の側り方であり 2時期のi1i:1J!が硝認寄れ、絞石綿り方と合わせて31時期、確認されている。

鋪立柱』掴り方内部から若干の炭化物が検出されたが、住縦断:からは倹幽されなかった.iI物の出

土はtlめられなかった。

2号後列砲事 t図6)

1 4手柱列車事の北側に検出された東商方向の柱列(2.0+1.9+3.1)である.長辺が約80.01の方形

の憾。方である.遺物の出土、繍り方の重複は認められなか令た.

3骨柱列跡 (図3)

- 9-



ミミ二二二コ。
1 : 5 

図10 1号土積出土遺物 (3)

御機櫓跡の南側に速なる柱列である。削乎が獄

しく詳細は不明である。

4号柱列跡 {図3)

多関長良跡北側桁行の北西方向に速なっている

柱列跡である。削平、 撹乱が激しく、詳細は不明

である。

1号土割高 (図7)

御隅Li備隊の東部lに隣接して倹附された土割高であ

り発掘区外痢側及び東側にも広がるため規棋は不

明である。捜土から瓦磁片をはじめとする遺物が

多量に出土しているが、江戸時代末期から明治跨

~に年代づけられる極焼の筏瓦であることから明

治10年前後の御織機解体時

に伴う瓦等を8草案した遺構で
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網野、=.守、 品市令智告、成JO;

凶II 1号土壌出土遺物 (4)

o 5m 
1 : 5 

- 10ー

ある可自E性も考えられる。炭

化物及び焼dニは検出されなかウ

--~。
1号土噴出土遺物

瓦は多量の破片が出土した

が全体の形がわかる資料と文

織の認められる資斜を図示し

た。溢焼瓦が主体であり、一

部、いぷl1rが混1:'.0。

図8のlはいぶし瓦の脱却E

瓦(僚の上に善かれる瓦)で

ある。 2は滋焼瓦の製.<j.J正

(僚のよのHi猿1rの下に驚か

れる瓦)である。

函9の1、2はともに筒戸

瓦(僚と平瓦の的に纏め込む)

であり、 1が塩焼死、 2がい

ぶL克である。

図10はい..;l瓦の純振瓦で
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9 関12 l号土繍出土a拘 (5)

関11のlは亀瓦である。三巴文が認められる.続絡的に僻瓦の俵片とは考えられず、大僚もL<

は下り僚の飾り瓦であると考えられる。21:1.肝臨死の丸克郡の破片であると考えられる。 r金Jの
字が認められる.3-8U.府筏瓦の平瓦部の破片で串り、 E軍事文である。引れ、ぷL瓦の磁片であ

るが、今回の宛締調査出土遺物のなかで、唯一、二次郎Jに火をうけている。

凶12は1-4は|淘昔昔、51:1.磁器である。 1.3， 4には、灰紛が縦されている。産地他は-1，IjIJで

ある。6-¥7は鉄製品であり、6がかすがい、その他は鉄，rであると考えられる。181主占鍛、
先氷通て置で晶る.

艶1出状況

台地北側及び西側を中心として、ほぽ全面に認められている貨褐色紡土による墜絶状況を稽訟の

- 11-



図13!聖地状況
01:80 2m 
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図14 透嫡外出土漬物 (1)

ため東西、南北方向に各1本の トレγヲーを設定した。その結果、凶13にみられるような旧表土 (黒

色土膚)の上に最もI事い郁分で1mを超える量産土車産地が忽められた。

遺構外出土遺物

限14は表土出土遺物である。 1，2ともに塩焼疋であり、 1は銭1(.、2は際事IU'Lである。

関15は安土出土漬物である。1-31:t壌焼の軒銭瓦の'1"瓦節分の破片であり、いずれも唐草文で

ある。4-6は磁畿である。4の図柄はプリソトによるものと考えられ、大正以降の遺物である。

5も内側に水金による凶柄が印されていることから大正以降の遺物であると考えられる。7は陶器

であり、灰絢が施されている。産地他は不明である。 811砥石、 9はかすがい、10は鑓状鉄事E晶、

1 1-16は鉄釘である。
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ーと4
間16は表採遺物である。薗戸瓦と平瓦を合わせ、簡略化した

特疎な瓦と考えられる。

(4 )考察

今回の発事国調査における前述の成果を文献資料と対比させ、

以下のような問題点について若干の考察を加えてみたい。

Q)l却偶織の構造

御偽櫓跡は、 本丸北西隅、標高約45mの台地端部の東筒、南

北約25閉め平暗号に鋭寵している。今回の絢まにより(図13)に

みられるように北側及び西側により厚〈、 ほほ全衝に賞渇色結
o 5岨
I 5 土による感地層が確認された。 ζのことより久保田敏築繊の際、

包16 湾機外出土遺物 (3) 北側、及び南側lの急斜磁を大規綾な盛土自在地によ り現在みられ

るような平場を作りだしたと考えられる。

御鵬織は、悶典類抄軍部後編御本紙弁枝城鮒御嫌内御斌外御普請によれば、 4閥、10 r"，の総二
階の建物であったとされる。今回の調査により、文献資料どうりの東西4問、南北10間の細長い

総柱建物跡が潟立住建物と礎石住建物跡がlf(1l!するかたちで確認された。今回検出されたのは、綾

石のみであり礎石はすでに失われていた。御鴎檎解体時、も し〈は、公闘造成時に創平を受けたも

のと考えられる。 Lたがって礎石の規模から柱の規敏を推定することはできないが、銀石が他の発

鋸報告されている近世城跡の建物織の例(注1)に比較して小さいことから慨ねの栓規模は推測さ

れる。また(閲4)の断街図にみられるように西桁行の狼右狙り方が深いのは前述の西側のl目地形

によるものと考えられる。また、秋田鯵城内御盛数趨絵図 (注2、図2)によれば、東側に2ゲ所、

出入り口のような方形の後出し施設が記されているが、今回の調査では該当するような遺構は検出

きれなかった。前主liのように御隣檎跡は解体の際もし〈は、公闘造成時にある程度の削平を受けて

いる可能性は強〈、小規模な描り方等は消滅している可能性が強い。 Lたがって、出入り口は小援

の小屋緯度の施設であったと忽われる。

御隣惜の箆恨の檎造についてであるが、 御隅檎跡から多貨の瓦蔽片が出土しているが、 久保問主主

祭妓当時から瓦主事の建物であゥたとは考えられない。久保悶妓の産自立の構造に関する文献資料によ

れば、 「八丁夜話J文政9年(1826)5月の記録に久保田城北の丸において、 雪国では不向き

とされる瓦葺を試験的に行ってみたという認被が認められ、少なくても 19世紀前半までは、土蔵

等の特殊な建物を除き、瓦はmいられていないことがわかる。今回の調査結果はこのことに矛盾し
ない。すなわち出土した瓦の大半は袋焼の銭瓦であり、出現は、江戸時代末期以降であると考えら

れる(注3)。御隅周囲は、江戸時代末期もし〈は、明治時代において良線を小羽蒼から銭瓦王手に改

修したものと考えられる。
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③多関長屋および飯塀列の機!I

久保田成本丸の閥簡は、多関長邑と厳封陣列により閥われていた.多関長屋は土皇室等の援の区属施

設のょに適たり、 コーナー部に6i1ltする尚檎等に巡錯する施設である。 放尿10年 (1567)に

怯iI<蝉正久秀が大和佐保UIの多聞械に初めて築いたため、 ζの4告がついたとされる。久保問織にお

いては、通称 「百関長IlU (tI; 4 )と呼ばれ、倉!jjや宿舎として用いられ、 安永7年 (1778)

の本丸大火の際には応急的に政務所の代わりを務めたとされる.

仮調陣列は厚さ一寸、憂き八尺の東山{天徳寺山}から切り出された東材が用いられたとされる.

今回調査された多関長僅は、本丸北側、御備制ーから術的繍門に速なる諸分の一部であり、発姻区

の商織に桁行が3間検出され、阿一位慣において擁立柱2問、礎石 lJOIの合計3Mの愈僚が認めら

れた。当初、憾立柱縫物であ勺たものがある時期に礎石建物に改修されたものと考えられる。

絵図面によれば多側提箆の問桁行は御隅櫓の東桁行に直桜 (nlr~の強制し偲} 連絡し、 ~tm行は

御例憎の東桁行の延長線上で述紡 L、多関長!ï!.の西梁間と御肌備の北提出lを~<'・形で厳司呼列が役障

害れている(凶2)。

今回の調査では、~聞長屋の耐桁行止考えられる柱列 ( 1号住列}は倹出されているが、多関長

湿の北桁行止考えられる柱列及び、験場列と考えられる柱列は検出きれなかった. 1号柱列と同銀

棋の抱り方と怨定するとレベル的には+分残りえると考えられるが、台地の織部にあたり会岡崎等

の削平も散しく、疫の木の級による僚機も考えられる。 多関長尾の:ft桁行がI!Eに消滋していると仮

定すると 2号位列は、多聞畏院の内部に存在することになる。 1号往列とほぼ平行することから棟

何段とも考えられるが、 位償的にずれることから争関長良とはl峰山jの異なる柱列と考えたい。

③御隅帽の炎上について

久保田敏本丸は寛永 10年 (1633)、安泳7年 (1778)、明治13年(1880)の3

度、大火にあうている(注5).また寛政9年 (1797)には本九北側が炎上しょlt方織が焼失し

たときれる (t16)。

今図の発掘調査においては火災の痕跡を示す炭化物、量産土等は検出きれなかった。このことは、

調査地において鍵石が既に失われ、償石のよ部も商"平されている状況を考えれば、火災の痕跡を示

す焼土層等が削平されている可飽性もあり、御隅憾の火災をli定するものではない。しかし、楓立

住繰り方枝痕跡から炭化物が検出されていないこと、多量の出t瓦がl点を除章、2時的な火を受

けていない♀とから綴立柱建物の段階及び瓦葺の段階では焼失していないζ止がわかる.以上のこ

とから策総後30年しか経過Lていなレ寛永10:年段隔では鍋立住鐙物であった可能性が強い.し

たが勺て寛永10年の大火の際には圏直携を免れたと考えられる.また江戸崎代末期から明治時代の

間に小羽葺からJt:lfに改修きれたと考えれば、 明治13年の大火の僚には炎上していないと考えら

れる。安永7年、寛政9年の火災について今回の調査成果から検討を加えることはできないが、文

献資料より安永7年には鯛焼を免れ、寛政9年には焼失していると考えられる。(注6. 7)また、

一時 一



今回の調査では、礎石披石にE重複

は認められなかったが、党政9年

の焼失の際、礎石建物であ勺た事

(掘立柱建物の段階では火災の痕

跡がない)から礎石建物の段階で

最低1回の建替えが錐定される。

このように考えると御偶織は明

治13年に焼失してレないことか

ら、その消極貴はなんらかの形で解

体されたものと考えられる。なお、

明治11 年秋悶県~-諜事務縛に

よれば、久保問械の御栴梅{渡8)

が県に払い下け・られた記録が残さ

れている。このため御隅織は明治

1 1年に払い下げられてから明治

1 3年の大火の悶に解体され、瓦、

部材司~11何らかのかたちで再利用

160.1年生鯨噂広野

16刷年錦捜混側臥憐

l同事品批闘恥線11M

{鍛様車場'唖穐W.M

m岬wι同制緩ttM(j[1'(16)

m拷剛 鮎{例鴻22<よる} 処替え

住 思根

181醇主側(削減t凋岡崎ゆ{関割問)

1&1韓同亀恒!Jj;砂羽1.品

18剖年本脱土(併斌3!)

俊

寛

茸

されたものと考えられる。出土瓦 図17 御隅~j構造変濯機式図

の大半が小破片であることや、鉄釘の多くが幽がった状態で出土しているのもそのためと考えられ

る。

@出土遺物について

今回の調査により前述のように克、陶磁様、鉄製品、碁石、古豊島、砥石等が出土している。

厳も出土:itの~い瓦tt大半がjj焼瓦であり、ー都にいぶ L.瓦も混じるが量はわずかである。 瓦の

舗績から桟Ji蒼であったと考えられる。

陶磁絡は小破片が多く産地等は不明である。表土出土遺物のなかには大正以降の磁器(図15)も

混じるが、 i号;:l;:卿幌北:出土遺物のなかには、礎実に大正・昭和則と考えられるi量物は認められな

い事から1号土嫡出土遺物の年代は江戸時代末期~明治期と考えられるが、詳織は不明である。

(注1)参考文献14.15.17.24.25による。

(注2)怠考文献1付図。

(注3)文化財建造物保存妓術協会 永川強氏の御教示による。

(主主4)重量考文献2による。

(注5)重量考文献し 4.7.11.12.13他による。
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〈桂，6)安永9年出羽菌秋岡管駿絵図による。

(注7)参考文献23による。

(注8)本資粍の「御隅櫓」が今回発掘調査を行った 「御隅櫓Jに特定はしえない。

重参考文献{年度頗)

1. 1896、1898総本宗彦
2. 1911東京大伊史料編擁護

3. 1973井上隆明相沢滑治

4. 1979渡部第一

5. 1979内藤昌

6. 1980 1lI'援泰時他

7. 1錦O紋四県立劇書館

8. 1981絢井綱之助

9. 1981弘前市教育委員会

10. 1982鳥羽正雄

秩悶沿本史大成(上、下)

大岡本古記録梅禅i&景自箆

新秩悶熊轡(ー)(ニ)八丁夜話

佐竹s¥と久保田被

棋の日本史

自本紙郭大系第2巻

信典額抄第寸巻軍部(企)

かわら日本史

史跡'll.前統跡

近世成郭史の研究

11. 1鈎3渡部最ー 図説久保関紙下町の康史

12. 1鎚4渡部最一 秋田市虚史地図

日目邸秩回県立関術館 閤典領抄第九巻 凶都三

14. 1985東北大学窓蔵文化財?鴻査委員会 東北大学埋蔵文化財調査平松

15. 1985仙台市教脊委員会

16. 19邸塚岡順正

17. 1986盛岡市教育委員会

18. 1987田口勝ー郎

19. 1988百ケ谷恭弘

20. 1988際関利郎

21. 1988闘安寛

忽 .1988文化財建滋物保存技術協会

ね 1錦8燦武男

24. 1989植木久、宮本佐知干

25. 1989東北大学機蔵文化財調査室

26. 1錦9秋悶市

仙台紙三ノ丸跡

検(小田1車線} 季刊考古学13収録

様岡城跡

図説私闘県の歴史

成郭

大飯械のmi史と検造

務史大欝典第1巻重点回漕

久保嗣感御物玖御番所保存艶備工事報告書

佐竹家待

犬猿畿の発掘調変速報 考古学ジャーナル310収録

仙台紙この丸跡第5地点的潟査考古学ジャーナル312収録

秋岡市首燭年記念総
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